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2020年８月

６月定例会で決まったこと

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

人
　
　
事

同
　
意

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
　

髙
岡　

秀
夫
氏
（
春
園
）

令
和
２
年
７
月
13
日
か
ら
３

年
間　

▽
城
里
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

石
川　

清
純
（
塩
子
）

　

今
瀬　

秀
幸
（
水
戸
市
）

　

海
老
澤　

聡（
小
美
玉
市
）

令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
３

年
間　

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
６
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
の
額
を
、
同
条

規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
か

ら
、
町
長
は
１
０
０
分
の

20
、
副
町
長
と
教
育
長
は

１
０
０
分
の
10
を
減
じ
た
額

と
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
環
境
審
議
会
の
設
置
に
伴

い
、
委
員
等
の
報
酬
を
規
定

す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
７
月
か
ら
旅
費

を
支
給
す
る
に
当
た
り
、
鉄

道
運
賃
の
現
状
に
合
わ
な
い

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て
（
修
正
案
を
除
く
）

追
加
補
正
額

８
，
５
７
６
万
４
千
円

予
算
総
額

１
４
６
億
９
，
９
２
２
万
５
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

８
万
７
千
円

予
算
総
額９

億
２
，
６
８
５
万
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

５
千
円

予
算
総
額

２
億
７
，
９
７
０
万
１
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

追
加
補
正
額

２
，
３
０
０
万
円

予
算
総
額

７
億
２
，
１
３
１
万
６
千
円

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被

保
険
者
等
に
、
一
定
期
間
傷

病
手
当
を
支
給
す
る
も
の
）

町
道
路
線
の
廃
止

可
　
決

▽
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る

必
要
が
な
い
町
道
を
道
路
法

第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
廃
止
す
る
も
の
）

・
町
道
２
０
７
７
号
線
（
上
青

山
地
内
）

補
正
予
算

可
　
決

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

対
す
る
修
正
案

（
８
名
の
議
員
よ
り
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
可
決
）

令
和
２
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
設
定
さ
れ
た
債
務
負
担
行

為
の
３
件
を
削
除

・
健
康
増
進
施
設
指
定
管
理
料

・
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
料

・
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
料

表
現
や
日
当
の
支
給
要
件
を

明
確
に
規
定
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の

実
施
の
事
務
・
権
限
に
関
し
、

都
道
府
県
知
事
及
び
指
定
都

市
の
長
で
あ
っ
た
も
の
を
、

中
核
市
の
長
ま
で
拡
大
す
る

も
の
）

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
、
ま
た
は
感
染

が
疑
わ
れ
療
養
し
、
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被

保
険
者
等
に
、
一
定
期
間
傷

病
手
当
を
支
給
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
、
ま
た
は
感
染

が
疑
わ
れ
療
養
し
、
労
務
に

条
例
改
正

可
　
決
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６月定例会で決まったこと

▽
城
里
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
　

小
圷　
　

孝
氏
（
石
塚
）

令
和
２
年
６
月
16
日
か
ら
議

員
の
任
期

可
　
決

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

和
田　

雅
治
氏（
阿
波
山
）

長
山　

透
氏（
上
阿
野
沢
）

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
間

陳
　
　
情

採
　
択

▽
国
に
対
し
、「
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

発
　
　
議

可
　
決

▽
令
和
２
年
６
月
に
お
け
る
城

里
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
６
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
の
額
を
、
城
里

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た

額
か
ら
、
１
０
０
分
の
10
を

減
じ
た
額
と
す
る
も
の
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
経
済
活

動
の
停
滞
に
よ
り
、
町
税
等

の
歳
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
や
、
町
民
の
生
活
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
支

援
の
一
部
に
充
て
て
も
ら
う

た
め
、
議
員
の
期
末
手
当
の

一
部
を
減
額
し
ま
し
た
。

▽
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

提
出
者

関
　
　
　
誠
一
郎
　
議
員

賛
同
者

阿
久
津
　
則
　
男
　
議
員

河
原
井
　
大
　
介
　
議
員

薗
　
部
　
　
　
一
　
議
員

猿
　
田
　
正
　
純
　
議
員

加
藤
木
　
　
　
直
　
議
員

桜
　
井
　
和
　
子
　
議
員

杉山清議員に対する議員辞職勧告杉山清議員に対する議員辞職勧告
決議について決議について

２２対
発議第４号 ２

　今回の辞職勧告は、インターネット上の誹謗中傷の書込みについて、城里町政治倫
理審査会で審査して頂いたところ、杉山清議員が政治倫理に違反しているという答申
が出されたもので、城里町政治倫理条例第８条には、この条例に違反していると結論
が出た場合は，辞職勧告等について議会に諮ることができるとなっていることから、
これに基づき辞職勧告をするものである。
　審査報告書によると、インターネット上で長期にわたり小圷議長に対する誹謗中傷
が続いたため、東京地方裁判所に書込み者の情報開示の提訴を行ったところ勝訴し、
その結果開示された発信者の住所氏名メールアドレスが「杉山清議員」のものであった。
　その書き込み内容は、小圷議長の社会的評価を低下させるもので、政治倫理条例第
２条第６号の「政治活動に関して、政治的及び道義的な批判を受ける恐れのある行為
をしないという条例に抵触している」と、全会一致で判断した。という結果報告であ
った。
　つい最近、テレビ出演していた女性がネット上の誹謗中傷で自殺をした事件があり、
この事件について、高市早苗総務大臣は「匿名で他人を誹謗中傷する行為は人として
卑劣で許しがたい」と述べ、発信者の特定を容易にするための制度改正をスピード感
をもって行うと語っており、自民党も「発信者特定手続きの簡素化や厳罰化を視野に、
今国会中に提言を取りまとめる」との事である。
　国でも問題になっている卑劣な行為である。
　町の顧問弁護士が入っている政治倫理審査会で公平公正に審査していただいた結
果、全会一致で城里町政治倫理条例第２条第６号に抵触すると判断された結果である
ので、これを真摯に受け止め直ちに議員辞職するようここに勧告するものである。
　以上、城里町議会として、杉山清議員の議員辞職勧告を決議する。
　　　　　　　　　　令和２年６月16日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県東茨城郡城里町議会

退席
２杉山議員に２回目の辞職勧告決議杉山議員に２回目の辞職勧告決議


